
展示「滋賀県からの移民」 

平成 20 年 11 月 20 日～12 月 26 日 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

「布哇
はわい

国出稼人異動表」 

（明治22年（1889年））

日本政府が公式に移民を認め、本格的な海

外渡航が始まったのは明治 18 年（1885

年）のハワイ移民からであった。表は明治

18 年に県からハワイへ渡航した出稼ぎ人
 
の異動についての集計表である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「布哇
はわい

国渡航条約について各郡長への訓令案」 明治 20年（1887年）

日本と布哇
はわい

国との条約では当初、「砂糖耕作」に従事する出稼ぎ人を募集
していた。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「証明願書」  明治 28年（1895年）

旅券交付のために、渡航目的などを記した

証明書の発行を滋賀県知事に申請したも

の。申請者は犬上郡に住む16歳の青年で

ある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「英領加奈陀
か な だ

行移民制限の件について通達」

明治33年（1900年）

増加した日本人移民に対し、現地では排日運

動がおこり、日本政府は自主的に移民の数を

制限した。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「移民渡航許可人数についての内訓」 

明治 34年（1901年）

「濠州ク井―ンスランド州」はオーストラ

リアのクイーンズランド州のこと。日本政

府はオーストラリアへ向かう船ごとの渡

航者数を増加させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「移民条例についての通達」 

明治 35年（1902年）

「英領哥倫比亜州」は「ブリティッシュコ

ロンビア州」のことで、カナダの州のひと

つである。州の移民条例により、移民には

英語の試験が課された。 
 



 

「移民取扱会社名及び取扱ハワイ移民数」 明治 39年（1906年） 

移民を斡旋する移民取扱会社がひと月に扱うハワイ移民の人数につ

いて、外務大臣からの通達。 
 

「明治39年海外渡航者数」      明治 40年（1907年） 

県知事から内務大臣宛てに作成された明治39年分の県内の景況報

告書。その中に海外渡航者についての項目があり、海外渡航者の総

数は918名とある。 


